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季
節
の
コ
ラ
ム

燈籠びなをつくってひな市に参加しよう～制作風景(中央公民館)

　
　
春
ご
と
に
　

　
　
花
の
盛
り
は
あ
り
な
め
ど

　
　
相
見
む
こ
と
は

　
　
命
な
り
け
り
　      ｢

古
今
和
歌
集｣

よ
り

　
別
れ
の
と
き
が
す
ぎ
、
新
た
な
旅
立
ち
の
ス

タ
ー
ト
の
時
で
す
。

　
四
月
は
特
に
、
〈
出
会
い
の
不
思
議
さ
〉
に

感
動
す
る
日
・
日
が
続
き
ま
す
。

　
二
度
と
な
い
今
日
と
い
う
こ
の
日
、
今
し
か

な
い
こ
の
時
。

　
人
さ
ま
や
、
も
の
・
こ
と
、
に
出
会
う
た
び

に
、
一
期
一
会
に
つ
い
て
思
い
を
寄
せ
た
い
。

忙
し
い
と
感
じ
る
時
こ
そ
、
そ
う
あ
り
た
い
と

思
う
も
の
で
す
。

あおぞら
　
桜
の
開
花
、
昨
年
は
暖
冬

で
４
月
７
日
に
平
年
よ
り
１

週
間
早
め
に
開
花
し
た
。
今

年
に
入
り
寒
さ
が
厳
し
く
降

雪
量
も
多
く
春
の
訪
れ
は
遅

い
か
な
と
思
っ
た
が
平
年
並

み
の
桜
の
開
花
予
想
で
あ
る
。

生
物
は
季
節
や
天
候
の
変
化

に
敏
感
な
た
め
農
作
業
の
目
安
に
も

な
っ
て
い
る
。

　
我
が
ふ
る
さ
と
の
果
物
た
ち
も
つ

ぎ
つ
ぎ
に
花
を
咲
か
せ
る
。
ス
モ
モ
、

桃
、
梨
そ
し
て
リ
ン
ゴ
の
花
が
咲
き

ほ
こ
る
時
期
と
な
る
。
し
か
し
こ

の
時
期
、｢

春
に
三
日
の
晴
れ
は
な

し
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
天
候
の
移

り
変
わ
り
が
早
く
、
初
夏
の
陽
気
か

ら
一
転
し
て
寒
さ
に
見
舞
わ
れ
、
霜

に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
が
心
配
さ

れ
る
時
期
で
も
あ
る
。
果
物
が
開
花

中
に
霜
に
遭
う
と
実
が
結
ば
な
か
っ

た
り
、
品
質
が
低
下
し
て
し
ま
い
ま

す
。
花
が
咲
き
、
実
を
結
び
、
大
き

く
な
っ
て
、
色
が
着
い
て
熟
す
、
そ

し
て
収
穫
と
な
る
ま
で
に
は
果
物
た

ち
は
、
気
象
の
変
動
や
災
害
の
試
練

に
耐
え
忍
ん
で
生
育
し
て
い
る
。
一

年
と
同
じ
年
は
無
い
と
先
輩
農
家
の

人
は
言
う
。
毎
年
が
勉
強
、
だ
か
ら

基
本
が
大
事
と
。

　
入
学
、
就
職
と
新
た
な
ス
タ
ー
ト

の
時
期
、
ま
も
な
く
咲
く
花
た
ち
を

見
な
が
ら
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　(

Ｍ
・
Ｆ)

運
営
方
針

１ 文化なかの /08.4

平
成
二
〇
年
度

中
野
市
公
民
館



２

平成 年度20 中野市公民館

　21世紀のこれからを、
我々はどのように生きたら
よいか、人間の根源的なと
ころから問い深め、豊かな
心を育み幸福に暮せる地域
づくりに資する。市民参加
の委員により講座の企画・
運営にあたります。

音楽など文化芸術活動進展のた
めの支援をすすめます。

各公民館の特性をいかして地域
の課題解決にあたります。

中野・豊田地域の統一成人
式を平成20年５月４日(み
どりの日)に市民会館で挙
行します。

子育て事業事例集｢まなざし｣を指針
に、子ども事業の実践化をはかり、
その記録集作成をすすめます。

重点施策

なかの21市民講座子ども事業

統一成人式

地域の課題解決 文化芸術活動の進展

運 営 方 針

夏休み親子きりえ教室なかの 21市民講座

一　活動のめあて
　　・つどう　・まなぶ　・むすぶ　・つくる　・さがす

二　進もうとする方向
　　１　中野市四公民館の連携と独自性の発揮
　　２　四公民館と７３分館が相補完し合いながら事業の充実



３ 文化なかの /08.4

◆
中
野
市
分
館
協
議
会
◆

　
会
　
長
　（
藤
沢
高
広
）

　
副
会
長
　（
中
村
敏
幸
）

　
副
会
長
　（
山
田
敏
郎
）

●
中
野
地
区
●

　
非
常
勤
主
事
　
　
丸
山
　
康
雄

　
非
常
勤
主
事
　
　
丸
山
　
　
浩

　
分
館
協
議
会
長
　
藤
沢
　
高
広

分
館
名
　
　
　
分
館
長
　
　
　
分
館
主
事

中
　
町
　
　
小
林
　
武
男
　
　
石
沢
　
和
彦

西
　
町
　
　
竹
内
　
晋
一
　
　
高
木
　
輝
夫

東
　
町
　
　
髙
野
　
茂
美
　
　
牧
　
　
良
一

松
　
川
　
　
藤
沢
　
高
広
　
　
小
古
井
宗
一

東
松
川
　
　
若
原
　
茂
生
　
　
秋
元
　
正
幸

普
　
代
　
　
菅
沼
　
　
繁
　
　
桜
井
　
良
光

栗
和
田
　
　
竹
内
　
正
人
　
　
水
野
　
孝
夫

一
本
木
　
　
原
山
　
　
洋
　
　
栗
原
　
真
二

西
　
条
　
　
小
林
　
久
三
　
　
樋
口
　
初
夫

上
小
田
中
　
山
田
　
　
清
　
　
上
野
　
靖
夫

下
小
田
中
　
竹
内
　
　
晃
　
　
小
林
　
孝
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芦
原
　
雅
仁

東
吉
田
　
　
長
崎
　
寿
夫
　
　
岩
本
　
文
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
直
美

●
日
野
地
区
●

　
非
常
勤
主
事
　
　
浦
野
　
寿
文

　
分
館
協
議
会
長
　
土
屋
　
寿
秋

分
館
名
　
　
　
分
館
長
　
　
　
分
館
主
事

間
　
山
　
　
土
屋
　
寿
秋
　
　
海
野
敬
二
郎

新
　
野
　
　
田
川
　
　
宏
　
　
宮
沢
　
直
也

分
館
名
　
　
　
分
館
長
　
　
　
分
館
主
事

安
源
寺
　
　
永
井
　
正
男
　
　
小
池
　
和
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仲
條
　
　
勉

栗
　
林
　
　
小
林
は
る
子
　
　
神
田
　
英
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
田
久
美
子

牛
　
出
　
　
鈴
木
　
　
覚
　
　
有
賀
健
一
郎

立
ケ
花
　
　
近
藤
孝
次
郎
　
　
竹
田
　
　
章

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芋
川
　
　
毅

草
　
間
　
　
中
村
　
敏
幸
　
　
酒
井
　
重
春

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
岡
　
清
求

日
　
和
　
　
北
澤
　
吉
信
　
　
野
口
　
憲
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
田
　
伸
之

大
　
俣
　
　
馬
場
　
　
正
　
　
阿
藤
　
峰
男

●
長
丘
地
区
●

　
非
常
勤
主
事
　
　
髙
橋
　
幸
司

　
分
館
協
議
会
長
　
高
橋
　
　
貢

分
館
名
　
　
　
分
館
長
　
　
　
分
館
主
事

田
　
麦
　
　
高
橋
　
　
貢
　
　
江
本
　
紀
夫

厚
　
貝
　
　
藤
澤
　
孝
充
　
　
吉
家
　
一
雄

壁
　
田
　
　
山
崎
　
光
男
　
　
松
島
　
弘
芳

古
　
牧
　
　
秋
山
　
一
巳
　
　
若
林
　
栄
吉

●
平
岡
地
区
●

　
非
常
勤
主
事
　
　
阿
部
　
　
泉

　
分
館
協
議
会
長
　
武
田
　
宗
市

分
館
名
　
　
　
分
館
長
　
　
　
分
館
主
事

新
　
井
　
　
藤
沢
　
英
範
　
　
藤
沢
　
　
渡

若
　
宮
　
　
山
口
　
直
吉
　
　
佐
野
　
安
春

竹
　
原
　
　
武
田
　
宗
市
　
　
武
田
　
直
人

金
　
井
　
　
高
坂
　
精
一
　
　
田
尻
　
　
修

南
間
長
瀬
　
山
口
　
太
吉
　
　
高
木
　
周
二

北
間
長
瀬
　
土
屋
　
一
由
　
　
佐
藤
　
秀
樹

東
笠
原
　
　
池
田
憲
一
郎
　
　
山
田
さ
ち
子

西
笠
原
　
　
児
島
　
　
孝
　
　
山
田
　
正
彦

長
元
坊
　
　
清
水
　
裕
太
　
　
櫻
井
　
致
由

●
科
野
地
区
●

　
非
常
勤
主
事
　
　
上
原
　
雅
樹

　
分
館
協
議
会
長
　
池
田
　
栄
一

分
館
名
　
　
　
分
館
長
　
　
　
分
館
主
事

赤
　
岩
　
　
高
橋
　
利
光
　
　
渡
辺
　
高
史

　
越
　
　
　
池
田
　
栄
一
　
　
池
田
　
　
徹

深
　
沢
　
　
上
原
　
　
勝
　
　
山
口
　
一
治

●
倭
地
区
●

　
非
常
勤
主
事
　
　
山
岸
　
一
郎

　
分
館
協
議
会
長
　
山
田
　
敏
郎

分
館
名
　
　
　
分
館
長
　
　
　
分
館
主
事

柳
　
沢
　
　
倉
田
　
　
浩
　
　
山
田
　
美
子

田
　
上
　
　
三
井
　
松
夫
　
　
割
田
登
志
男

岩
　
井
　
　
山
田
　
敏
郎
　
　
川
柳
　
茂
広

岩
井
東
　
　
山
岸
　
常
明

牧
ノ
入
　
　
前
田
　
正
己

●
豊
田
地
区
●

　
非
常
勤
主
事
　
　
宮
沢
　
賢
明

　
分
館
協
議
会
長
　
割
田
　
正
和

分
館
名
　
　
　
分
館
長
　
　
　
分
館
主
事

上
今
井
　
　
神
田
　
　
寿
　
　
小
林
　
重
徳

替
　
佐
　
　
荻
原
　
正
毅
　
　
山
崎
　
　
浩

笠
　
倉
　
　
割
田
　
正
和
　
　
大
沢
　
　
隆

　
硲
　
　
　
小
林
　
郁
夫
　
　
小
林
　
博
己

奥
手
山
　
　
弥
津
　
　
豊

美
　
沢
　
　
髙
野
　
　
肇

穴
　
田
　
　
藤
澤
　
　
眞
　
　
高
野
日
出
男

毛
野
川
　
　
西
澤
　
　
豊
　
　
滝
澤
　
正
和

南
永
江
　
　
伝
田
　
耕
一
　
　
多
城
　
　
哲

北
永
江
　
　
外
谷
　
辰
之
　
　
高
野
　
順
一

西
　
組
　
　
中
村
　
正
典
　
　
大
内
　
巧
巳

三
　
俣
　
　
市
川
　
一
行

赤
　
坂
　
　
荒
井
　
　
豊

豊
田
深
沢
　
荒
井
　
一
正

平成
20
年度

名
簿

非
常
勤
主
事・
分
館
協
議
会
長

分
館
長
・
分
館
主
事

高
　
遠
　
　
土
屋
　
世
界
　
　
田
川
　
義
一

更
　
科
　
　
上
田
　
光
郎
　
　
富
沢
　
美
典

髙
木
　
次
男

東
　
山
　
　
大
日
向
政
夫
　
　
髙
橋
　
佑
次

●
延
徳
地
区
●

　
非
常
勤
主
事
　
　
大
宮
　
良
一

　
分
館
協
議
会
長
　
山
本
　
國
雄

分
館
名
　
　
　
分
館
長
　
　
　
分
館
主
事

桜
　
沢
　
　
山
本
　
國
雄
　
　
小
林
　
清
高

大
　
熊
　
　
佐
藤
　
直
信
　
　
金
子
　
政
幸

北
大
熊
　
　
柴
本
　
　
厚
　
　
木
村
　
芳
隆

篠
　
井
　
　
田
中
　
初
雄
　
　
中
村
　
昭
二

新
　
保
　
　
霜
鳥
　
由
夫
　
　
黒
岩
　
宏
光

小
　
沼
　
　
柳
沢
　
和
人
　
　
大
宮
　
浩
司

●
平
野
地
区
●

　
非
常
勤
主
事
　
　
小
林
　
雄
一

　
分
館
協
議
会
長
　
西
澤
　
平
紀

分
館
名
　
　
　
分
館
長
　
　
　
分
館
主
事

東
江
部
　
　
丸
山
　
正
信
　
　
児
島
　
一
雄

西
江
部
　
　
上
野
　
尚
登
　
　
竹
内
　
幸
夫

岩
　
船
　
　
塩
崎
　
　
守
　
　
武
田
　
　
正

吉
　
田
　
　
竹
内
　
秀
明
　
　
町
田
　
敏
明

片
　
塩
　
　
永
峯
　
優
介
　
　
田
中
　
秀
幸

七
　
瀬
　
　
池
田
　
　
稔
　
　
塩
野
谷
健
治

　
泉
　
　
　
河
村
　
芳
徳
　
　
古
幡
　
新
一

長
　
嶺
　
　
西
澤
　
平
紀
　
　
北
澤
辰
登
志

●
高
丘
地
区
●

　
非
常
勤
主
事
　
　
佐
藤
金
之
助

　
分
館
協
議
会
長
　
中
村
　
敏
幸



４

　
篠
井
を
含
め
、
北
大
熊
・
小
沼

地
区
を
神
社
部
落
と
も
い
う
。
こ

れ
は
明
治
四
〇
年
十
二
月
、
三
部
落

が
神
社
合
併
を
し
た
た
め
で
あ
る
。

　
明
治
三
八
年
～
四
三
年
に
か
け

て
神
社
整
備
事
業
が
全
国
を
風
び

し
た
。
こ
れ
は
国
家
神
道
を
代
表

し
得
な
い
よ
う
な
民
社
や
小
祠
を

整
理
し
よ
う
と
し
た
維
新
政
府
の

政
策
で
も
あ
っ
た
。

　
神
社
・
特
に
民
社
は
地
域
住
民

の
協
同
生
活
の
中
か
ら
生
み
出
さ

れ
、
地
域
で
の
生
産
と
生
活
を
守

る
鎮
守
と
し
て
奉
斉
さ
れ
て
き
た
。

神
社
の
祭
礼
は
地
域
の
祭
で
あ
り
、

地
域
の
生
産
活
動
の
リ
ズ
ム
と
密

接
に
結
び
つ
き
な
が
ら
維
持
さ
れ

て
き
た
も
の
で
あ
る
。
神
社
の
あ

る
と
こ
ろ
、
一
定
の
地
域
を
お
お

っ
て
何
ら
か
の
社
会
的
統
合
が
成

立
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
自
分
た
ち
の
大
切

な
神
社
を
整
理
の
対
象
と
し
た
く

な
い
と
い
う
理
由
か
ら
、
隣
接
三

部
落
が
対
等
の
立
場
で
合
併
し
た

も
の
で
あ
る
。
設
置
場
所
も
く
じ

引
き
で
篠
井
神
社
の
境
内
と
定
め
、

社
号
も
古
来
か
ら
当
地
方
の
名
称

で
あ
る｢

延
徳｣

の
二
字
を
も
っ
て
、

こ
れ
に
充
て
延
徳
神
社
と
し
た
。

　
　
松
沢
　
邦
男

　
篠
井
区
は
、
中
野
市
の
南
部
地

区
に
位
置
し
、
長
野
電
鉄
・
延
徳

駅
周
辺
に
区
民
が
暮
し
て
い
ま
す
。

以
前
は
、
四
十
戸
ほ
ど
の
小
さ
な
、

ま
と
ま
り
の
良
い
地
区
で
し
た
。

近
年
、
多
く
の
新
し
い
家
が
建
ち
、

今
で
は
約
倍
の
百
戸
ほ
ど
に
増
え

ま
し
た
。
篠
井
分
館
で
は
、
よ
り

多
く
の
区
民
の
方
に
参
加
し
て
頂

き
、
地
域
の
親
睦
を
第
一
に
考
え

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
主
な
事
業
と
し
て
は
、
敬
老
会

・
延
徳
地
区
球
技
大
会
・
分
館
球

技
大
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
敬
老
会
は
、
来
賓
の
ご
参
列
を

頂
き
盛
大
に
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
、
毎
年
出
席
出

来
る
の
を
、
楽
し
み
に
し

て
い
る
と
聞
き
、
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。

　
延
徳
地
区
の
球
技
大
会

が
、
今
季
は
台
風
の
た
め

中
止
と
な
り
残
念
で
し
た

が
、
分
館
の
球
技
大
会
は
、
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
終
了
後
の
慰
労
会

も
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
分
館
事
業
に
御
協
力
下
さ
る
多

く
の
区
民
の
皆
さ
ん
に
改
め
て
感

謝
す
る
と
共
に
、
新
し
く
区
民
と

な
っ
た
方
々
も
参
加
し
や
す
い
交

流
の
場
と
な
る
よ
う
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

篠
しの

井
い

分 館

こ
ん

に
ち
は

分
館
分
館

ふ
る
さ
と
の
歴
史

篠
井
に
あ
る
神
社

編
集
委
員

　
だ
よ
り

編
集
委
員

　
だ
よ
り

延徳駅周辺の篠井区

　
豊
田
文
化
セ
ン
タ
ー
内
、
ホ
ー

ル
の
扉
を
開
け
る
と
雷
鳴
の
ご
と

く｢

ド
ン
ド
ン
、
ド
コ
ド
コ
、
ド

ド
ー
ン｣

と
威
勢
の
い
い
、
太
鼓

の
音
が
聞
こ
え
て
く
る
。

　
合
併
前
、
公
民
館
事
業
の
講
座

で
、
和
太
鼓
教
室
が
開
催
さ
れ
、

四
十
人
程
受
講
さ
れ
ま
し
た
。
講

座
終
了
後
、
受
講
者
は
、｢

も
っ

と
練
習
が
し
た
い｣｢

自
分
の
可

能
性
を
引
き
出
し
た
い｣｢

和
太

鼓
に
魅
力
を
感
じ
た｣

な
ど
、
意

気
投
合
さ
れ
た
受
講
生
二
十
五
人

程
集
ま
り
、｢

も
み
じ
太
鼓｣

の

会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
十
数
名
に
な
り
ま
し

た
が
、
小
学
生
か
ら
、
上
は
五
十

代
ま
で
、
そ
の
な
か
に
は
、
三
組

の
親
子
で
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
方

も
お
い
で
で
、
ま
さ
に
ホ
ッ
ト
な

大
家
族
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
グ
ル
ー

プ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
い
ま
は
、
年
に
数
回
、
伊
那
の

プ
ロ
の
太
鼓
集
団｢

大
太｣

か
ら

指
導
者
を
お
願
い
し
、
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
に
努
め
て
い
る
と
同
時
に
、

練
習
の
成
果
を
み
て
い
た
だ
く
た

め
、
豊
田
地
域
の
各
種
イ
ベ
ン
ト

に
率
先
し
て
、
参
加
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
会
員
の
か
た
は
、｢

ま
だ
ま
だ
、

失
敗
は
あ
る
け
れ
ど
、
練
習
に
練

習
を
重
ね
、
み
ん
な
と
楽
し
く
一

歩
一
歩
前
に
進
ん
で
行
け
れ
ば｣

と
抱
負
を
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
昨
今
と
に
か
く
、
和
太
鼓
ブ
ー

ム
。
全
国
で
約
十
万
人
程
の
愛
好

者
が
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
叩
け
ば｢

ド
ー
ン｣

と
鳴
る
楽

器
の
手
軽
さ
、
身
体
い
っ
ぱ
い
で

叩
き
こ
む
爽
快
感
が
な
ん
と
も
い

え
な
い
ら
し
い
。
西
洋
の
楽
器
が

あ
ま
り
に
も
多
い
現
在
、
日
本
の

伝
統
あ
る
和
太
鼓
が
見
直
さ
れ
始

め
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

（
Ｓ
・
Ｋ
）

｢

豊
田
も
み
じ
太
鼓

発
足
か
ら
、早
５
年｣
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豊田公民館から

お問合せ及び
申 込 み 先

中 野 市 豊 田 公 民 館
☎ 3 8 - 2 9 2 2

お問合せ及び
申 込 み 先

中 野 市 中 央 公 民 館
☎ 2 2 - 2 6 9 1   ㈲ 20691

中央公民館から
■教養講座｢初級英会話講座｣
　外国人講師と簡単な日常会話を学ぶ講座です。
期　間　４月15日(火)～平成21年３月中旬まで
　　　　原則として毎週火曜日　午後７時～９時
場　所　中央公民館　教室　　受講料　無料
講　師　中野市英語指導助手(ＡＥＴ)
申込み　４月15日(開講日)に会場で受付します。
　　　　以後、随時受付いたします。

■生きがいづくり講座｢生活の中の書｣
　のし袋や記帳等、日常生活で役立つ機会の多い毛
筆に親しんでいただくための講座です。
期　日　５月７日から全６回（毎週水曜日）
場　所　中央公民館
講　師　教育書道家、書道如水会会長　太田　舛次  先生
対　象　書道初心者　　定　員　20人　　
持ち物　書道用具一式
受講料　無料（ただし、初回に教材費として200円
　　　　お持ち下さい）
申込み　４月14日(月)から受付いたします。

■日本語教室
　来日して間もない外国出身の方が、日常会話や簡
単な読み書きを学んでいただける教室です。(日本語
を教えていただけるボランティアも募集しています)
＜昼コース＞４月15日から毎週火曜日(祝日除く)
　　　　　　午後１時30分～午後３時30分
＜夜コース＞毎月2・４日曜日　
　　　　　　午後７時～午後９時
場　所　中央公民館　　受講料　無料
申込み　中央公民館で随時受付します

■中野市シニア（高齢者）大学
　教養や趣味の幅を広げ、社会参加に向けた生きが
いづくり・仲間づくりにお役立てください。
日　時　４月24日～平成21年３月中旬
　　　　　　　　　　　　　　(講座は全23回)
　　　　午後１時30分～午後３時
場　所　中央公民館　講堂　　受講料　無料
申込み　開講日の４月24日に受付(以降は随時受付)
＜当面の予定(第１回～第３回)＞
①４月24日(木)開講式及び第１回講座
　　　　　　｢らくのう座公演｣
②５月８日(木)｢講演と軽運動(演題未定)｣
　　　　　　元中野小学校長　嘉生　稀宗　先生
③５月22日(木)講演
　　　　　　｢人生でだれもが体験するおひとり様｣
　　　　　　元中野市立図書館長　芳川公勇 先生

■パソコンふれあいサロン
　パソコンを使っていてわからないところなど、
専門の指導員がお答えします。お気軽にお出かけ
ください(メニューに沿って進めるパソコン教室
とは異なります)
日　時　４月７日から毎週月曜日(祝日、年末年
　　　　始を除く)
　　　　午後１時30分～午後４時30分
場　所　中央公民館　団体室(パソコン室)
定　員　６名　　受講料・申込み　不要
その他　パソコンをご持参いただいても結構です

■フレンドリー英会話教室
　外国人講師を囲み、積極的に話して聞いて、英語
に慣れましょう。とてもフレンドリーな教室です。
日　時　毎週火曜日　午後７時～午後９時
場　所　豊田文化センター
講　師　中野市英語指導助手(ＡＥＴ)
参加料　無料
申込み　随時募集。豊田公民館へ

■川柳教室(全６回)
　喜怒哀楽を五七五で表現してみませんか。川柳の
基礎知識から学びます。
日　時　４月21日・５月19日・６月16日・７月14日
　　　　８月18日・９月８日　
　　　　午後７時30分～午後９時
場　所　豊田文化センター
講　師　長野県川柳作家連盟会長　石田  一郎 先生
参加料　無料　　申込み　豊田公民館へ

■ストレッチ＆ピラティス(全６回)
　体の芯を鍛えて理想的な姿勢に導く最近人気のエ
クササイズです。
日　時　４月28日・５月12日・５月26日・６月９日
　　　　６月23日・７月14日　
　　　　午後２時～午後３時30分
場　所　豊田文化センター
講　師　健康体操講師　脇坂　れい子 先生
参加料　無料　　定　員　30名
持ち物　運動のできる服装　申込み　豊田公民館へ
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お問合せ及び
申 込 み 先

中 野 市 北 部 公 民 館
☎ 2 6 - 0 6 7 7   ㈲ 28878

北部公民館から
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お問合せ及び
申 込 み 先

中 野 市 西 部 公 民 館
☎ 2 3 -1 0 2 4 ㈲ 2 6 6 7 4

西部公民館から

４月の展示コーナー

市民書道展の
入選作品展

内　容
　中野市民書道展　特選作品の展示
場　所
　中央公民館１階　展示コーナー

■親子体験教室｢あるある探検隊｣
　親子、家族で自然体験・農業体験・伝統行事の体
験活動にチャレンジ。
期　日　４月26日～平成21年１月中旬(全８回予定)
　　　　(土曜日を中心に活動を予定しています。)
場　所　北部公民館　ほか野外
定　員　小学生親子30組(定員になり次第締め切り)
参加料　傷害保険料ほか、お子さん一人につき1,000
　　　　円程度
申込み　４月22日(火)までに北部公民館へ

■近世文書(古文書)講座
　西部地区に残る古文書を読み、それにまつわる
歴史を考えてみませんか？初歩からはじめます。
期　日　４月14日、５月12日、６月９日、７月14日
　　　　８月11日、９月８日、10月20日、11月10日
　　　　12月８日、１月19日、２月９日、３月９日
場　所　西部公民館　会議室
講　師　岩戸貞彦さん(高井地方史研究会・常任委員)
定　員　30名程度　　受講料　無料
申込み　随時受付します
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平
成
十
九
年
度
教
養
講
座｢

万
葉
集

を
読
み
味
わ
う｣

(

講
師
／
信
州
大
学

　
滝
澤
貞
夫 
名
誉
教
授)

の
講
座
記

録
を
冊
子
に

ま
と
め
ま
し

た
。
ご
希
望

さ
れ
る
方
に

無
料
で
お
渡

し
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽

に
中
央
公
民

館
へ
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ

い
。 「万

葉
集
を
読
み
味
わ
う
」

　
　

が
講
座
記
録
集
に
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ど
り（
延
徳
）

　
〃
　
　
小
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原
　
一
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高
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）
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大
塚
　
好
文（
長
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）
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正
実（
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岡
）
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上
原
　
和
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科
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）

　
〃
　
　
丸
山
　
清
憲
（
倭
）

　
〃
　
　
小
林
　
成
雄（
豊
田
）
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